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	タイトル
	第33年次地方自治研究全道集会（自治研全道集会）の開催
について（その２）


日頃のご健闘に敬意を表します。

さて、自治権全道集会の開催が来週に迫り、現在の参加者数は１４６人を数えました。当初予定しておりました全体集会や分科会の内容変更、宿泊先など注意事項がありますので御確認願います。

１．　全体集会について（１０日）会場：厚沢部町保健福祉総合センター「あゆみ」交流ホール
＜変更前＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜変更後＞　

＜パネラー＞

逢坂衆議院議員、渋田厚沢部町長、大坂敏文さん（江差町建設課主幹）、石上さん（自治労）

＜コーディネーター＞

佐藤克廣さん（北海学園大学法学部教授・北海道地方自治研究所理事長）

２．　分科会について（１１日）

　４つの分科会を予定しておりましたが、２つの分科会に統合します。

統合分科会１　・「北海道の食と農、そして環境を考える」
・「地域住民とともに歩むまちづくり」

　　　会　場　　厚沢部町保健福祉総合センター「あゆみ」交流ホール
　　統合分科会２　・「子育てから介護まで、安心のまちづくり」
　　　　　　　　　・「自治体改革運動と財政」

　　　会　場　　山村開発センター（役場隣接２Ｆ）

３．　宿泊先と参加費について

　当初、厚沢部町内の「俄虫温泉」を予定しておりましたが満室となり、せたな町職と奥尻町職の参加者は乙部町の「光林荘」、道本部自治研推進委員会や若干の単組の参加者については江差町内の「ホテルニュー江差」を確保し、それぞれ割り振らせていただきました。従って、宿泊先により参加費が若干変わります。なお、８月２４日に開催いたしました第６回拡大闘争委員会において、参加申し込みの期日を９月３日までと提起させていただきましたが、本日以降の申し込みにつきましては、宿泊先を光林荘とさせていただきますので御了承願います。宿泊料金については、次のとおりです。

＜俄虫温泉＞参加費－１０，０００円（資料代1,500円・交流会4,000円・宿泊代4,500円）

　※市町村共済利用の場合は、８，２００円になります。

＜光林荘＞　参加費－１２，３００円（資料代1,500円・交流会4,000円・宿泊代6,800円）

　　　　　　　　　　　※市町村共済利用の場合は、１０，５００円になります。
＜ニュー江差＞参加費－１１，８５０円（資料代1,500円・交流会4,000円・宿泊代6,350）

　　※市町村共済利用　不可

注意：市町村共済利用券をお持ちになる方は、集会受付時にお渡しください。

４．　その他

　①　厚沢部町内のマップを作成しました。見づらい場合は、各地本にデーター送信していますのでお問い合わせ願います。
　②　１単組２，５００円程度の「一村一品」をご持参願います。受付でお渡しください。

　③　全体集会終了後（17:00予定）、各自で宿泊先へチェックインに行っていただきますが、交流会場まで俄虫温泉と光林荘はバスが出ます。

　　点呼確認いたしませんので、乗り遅れることのないようお願いします。

　　

・俄虫温泉１７：３０発　　※　会場から俄虫温泉まで、車約３分　徒歩２０分

　交流会場２０：００発
　　・光林荘　１７：３０発　　※　会場から光林荘まで、車約１６分　徒歩は考えないでください。
　　　交流会場２０：００発

　　なお、ニュー江差については、送迎バスがありません。道本部で検討中ですが、飲酒されない方、

　または、我慢される方がいらっしゃいましたら、乗り合わせにご協力願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
13:00　開会


13:40　基調講演「地域主権について」


　　　　講師：逢坂衆議院議員


15:00　パネルディスカッション


17:00  終了








13:00　開会


13:40　パネルディスカッション


　　※　この中で、逢坂衆議の講演が入る予定です。


17:00　終了








